
《ガバナー補佐訪問例会》

・点　鐘　安藤会長

・ソング　君が代　奉仕の理想�

・四つのテスト斉唱　山岸職業奉仕委員�

・卓　話　（ガバナー補佐）平岡達也様�

【会長報告】

　本日は平岡ガバナー補佐に来訪頂きました。

クラブ協議会、補佐訪問、次週公式訪問と、

１年の活動の原点になる会合が続きます。先

程、別室において、当クラブの運営等について

さまざまなご指導ご教授を頂戴しました。後

程、補佐卓話の中でさまざまなお話をして頂

けるものと思っております。会員の皆様には

年度スタートに、厳しい、堅い会合が続きます

がよろしくお願い申し上げたいと思います。

　先日、ビジターとして例会に出席された、東

京池袋ＲＣ尾崎会長より御礼の手紙、「とても

素晴らしいクラブ」というお褒めの言葉を頂

戴しました。

　聖望学園は甲子園を目指し決勝戦を戦い、

厳しい暑さの中、本当にはつらつとプレーす

る姿にとても元気づけられました。残念なが

らあと一歩及びませんでしたが来年も健闘を

願っております。

【幹事報告】

・第３回役員会、本日１８時半、さかえ�。

・公式訪問スケジュール配付。次週もこの資

　料をお持ち下さい。会員は１２：１５にこちら

　の席へ、３年未満の方は１１時半までに来て

　ください。制服、ネクタイ着用。�

【出席報告】無断欠席なし　　川口出席委員

【Ｍ　　Ｕ】

７／１９（東松山むさしＲＣ）間邉君

７／２９（地区）木川君

【ＳＡＡ報告】

　オリンピックの見過ぎで寝不足、間違えて

制服で来てしまいました。皆様、お気づきで

したでしょうか、例会開始前にビートルズの

『ヘイ・ジュード』を流させて頂きました。オ

リンピック開会式でポール・マッカートニー

が歌った事にあやかっての曲でございました。
◎ニコニコＢＯＸ�
・平岡ガバナー補佐様、ようこそ。いつもお世
　話になります。よろしくお願い致します。
　　　細田（吉）君、細田（伴）君、大附君、平沼君
　　　矢島（巌）君、吉島君、新井君、吉田（健）君
　　　間邉君、神田（敬）君、前島君、小崎君�
・平岡ガバナー補佐、ようこそ。よろしくご指
　導の程お願い致します。�　安藤君、山川君
　　　　　　　  吉田（武）君、島田君、小川君
・早退　　　　　　　　  細田（伴）君、小崎君
本日計１９，０００円、累計額８８，０００円。

◎８日例会当番は市川（昭）会員、加藤会員です。�

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　　　　　　安藤会長

　皆様よくご存知ですし、個人的にも公私共

に日頃からいろいろとご指導頂いている平岡

様です。改めてご紹介するまでもないとの事

で、今後共、当クラブに対する温かいご指導を

お願いしましてご紹介に代えさせて頂きます。

　公式訪問の１週間前にガバナー補佐はクラ

ブを訪問しなさいとの事でお伺いさせて頂き

ました。当クラブにはガバナー補佐としての

大先輩、吉田（健）様、中里（昌）様がいらっしゃい

ますし、「長老」と言うと怒られてしまうので

しょうか、橋本様、加藤様。昔から大変お世話

になっており、懐かしいお顔がたくさんいら

っしゃいます。日頃からお世話になっており、

厚く御礼申し上げます。

　私はすぐ隣の仏子に生まれ育ちました。飯

能は隣町というより、半分こちらに足を入れ

ているような所で、子どもの頃から何だかん

だと飯能に足を運んでおりました。当時の事

ですから電車で来るしかないのですけれども、

買い物や遊び等にずいぶんよく来させて頂き

ました。そんな事もあってか顔見知りの方が

お蔭様でたくさん出来、入間市よりも飯能市

に親しんで参りました。

　今日はロータリーについての話をしなさい

という事なのですが一寸だけ青年会議所（ＪＣ）

の事に触れさせて頂きたい。

　私は３０才を過ぎた頃、ＪＣに出合いました。

あるセミナーを聴きに行きましたら、講師は

ＪＣのＯＢ、たいへん迫力のある話をされ、感

動したわけです。それまでＪＣなんて知りま

せんでしたから「ＪＣって一体何なんだろうな」

と思い、探してみたのですが、入間にも飯能に

も、その時はまだありませんでした。電話帳を

繰って探したところ、所沢にあるという事が

分かり早速電話。丁度そこに当時の理事長が

おられ、とにかく一遍遊びにおいでよという

事で、それがきっかけで所沢ＪＣに入会させ

て頂きました。都合５年程、所沢でお世話に

なっていたのですけれども、ＪＣというのは

地元に結び付いた活動で、そんな事ではいけ

ないのですけれども、私は入間市の人間です

から、どうもその「所沢での活動」というのが

合わない部分もあり、日本ＪＣ等、外に出させ

て頂いておりました。そうこうするうち、飯能、

入間にＪＣ設立の機運が生じ、入間にＪＣを創

り、そちらに移籍してから２年程して卒業に

なりました。ＲＣもそれに引き続いて入会の

お誘いを受けたわけですけれども、私にとっ

てみれば“地域における人付き合いの原点”

というのがＪＣであったな、ということがあ

りまして、今でも各地に

お伺いしますと顔見知り

の方がそれぞれ居られ、

たいへん懐かしく交流さ

せて頂いております。４０

才でＪＣを卒業しＲＣに

誘われました。既に亡く

なっていた父も熱心なロ

ータリアンだったもので

すから特にＲＣについてどうこうという事も

なくＲＣに入れて頂きました。

　私が入会した頃の入間ＲＣは会員数も多く

（今は４０名）、たいへん楽しく賑やかなクラブ

でした。パストガバナーの繁田正一様という

方が居られ、この方は我々から見ると“ロータ

リーの神様”みたいな方でしたけれども、繁田

様自身はＲＣの事を「おとなの幼稚園」とよく

言われ、楽しんでおられました。ＲＣについて

いろいろ話をして下さいましたが、我々が感

心してそれを聴いておりますと「これは『ロー

タリーの友』に書いてある事なんだよ」という

ふうに言われてしまい、当時から不勉強だっ

たんだなと思ったわけでございます。地区等

に出させてもらっても、繁田様が一目置かれ

ていたためというか、入間から来た事が分か

るとたいへん温かく迎えて頂き、そういう意

味では楽をさせて頂いた感じもしております。

　昨年暮から今年の１、２月にかけて、私共の

石川ＰＧから「第３Ｇでガバナー補佐をやっ

てくれる人が居なくて困ってるんだよ」とい

う話があり、その時は無責任に「だったら飯能

に行けばたくさんいらっしゃいますよ。飯能

へ行ってお願いした方が良いですよ」と申し

上げていたのですけれども、それが廻り廻っ

て私のところに来てしまいました。ガバナー

補佐というのはあくまでもガバナーを補佐す

る立場ですので、何とか１年間きちっと出来

ればいいなと思っております。

　ＲＣに入会して２０年経って会長を仰せ付か

りました。たいへん混み合っていて、なかなか

順番が来なかったのです。２０００～０１年、２１世

紀を迎えた年でありました。この年にＤＬＰ（地

区リーダーシッププラン）が導入。ガバナーは

本庄の高橋福八様でした。ＪＣの大先輩で、「面

白くて為になるロータリー」というのを掲げ

て活躍されました。たいへん活発に動かれた

ものですから問題もあったと聞いております

が、合同ＩＭは歌舞伎座で行われ、私もその舞

台に出させてもらったのです。そういう意味

ではたいへん思い出に残る事でございました。

　２００５年にはＲＣは１００周年を迎えました。

それぞれのクラブで記念事業に取り組まれた

事と思いますが、入間でも何か記念に残る事

をしようと考えたわけでございます。入間、

狭山には入間基地がありますので、基地司令

にお目にかかった時、「こういう事で、何か普

段出来ない事をやりたいのだけれども、市民

に声を掛けて、滑走路を歩かせてくれないか」

とお願いしたのです。その時は「いいね」と言

って下さったのですが、その後、「滑走路は緊

急時の対応が必要で、人が歩いて物を落とし

たりして異物があったりすると飛行機の発着

に大きな支障があるから難しい」と言われて

しまいました。何とかお願いしますと頼み込み、

ようやくＯＫを頂きました。市民の方に声を

掛け、募集して選ばれた人が中に入りました。

基地内ですから簡単に出たり入ったり出来ま

せんので登録をして中に入れてもらうのです。

記念にＴシャツを作り、皆で一緒に基地を歩

かせてもらいました。それだけの事かと言っ

てしまえばそれまでなのですが、私にとって

みればたいへん思い出深い出来事でした。今

でも「ランウェイウオーク」は入間基地の事業

としてやっているように聞いております。

　飯能はたくさんの会員に恵まれております

が、最近は会員数の減少に悩まされていると

ころが多くなって参りました。会員数の減少

についてはいろいろ理由はあるのでしょうけ

れども、ＲＣに関して十分な知識を持たない

ロータリアンが増え、ＲＣを十分理解しない

まま去られてしまうという事が多いとも聞い

ております。ＲＣも創立後１０４年を経ており、

その間、世の中もたいへん大きく変化してい

るわけですから、ＲＣも変わって当然なのだ

と思いますけれども、実際には思ったように

変わり切れていないという事が原因の１つか

なというふうにも思われます。これらの問題

を分析し、お互いに十分に話し合い、各世代の

ロータリアンが“新しいＲＣ”について理解を

深める努力をしていかない限り、なかなかこ

れからの発展は望めないのではないかなと感

じております。一人一人のロータリアンが自

覚をもってＲＣを理解しようとする事が大切

であるという事は、言うまでもない事であろ

うと思っております。

　そこで、最近「研修」という事が言われて

参りました。内部に対しては「研修」、外部に

対しては「広報」です。

　地区に「研修リーダー」という制度が出来ま

した。そして、それぞれのグループ、第３グ

ループにも「研修委員」という担当の方が居ら

れ、内部できちんと研修しようという事にな

っております。まずは、新入会員研修、フレッ

シュマン・セミナーをしようという事で、９月

末頃に予定されていると聞いております。

　それから、研修の１方式として昨年から当

地区にも取り入れられたＲＬＩ（ロータリー・

リーダーシップ研究会）。日本には２００８年に

導入、隣の２７７０地区は早くから活躍され、

今では２７７０地区に事務局が置かれております。

「ＲＬＩとは何か」が分からないものですから、

まずはＲＬＩの指導者を育成しようという試

みが昨年行われました。

「ＲＬＩ」とは「一人一人のロータリアンの知

識を高め、質の高いリーダーシップの研修を

通じてロータリーを活性する事」等と話すと

非常に難しくなってしまうのですが、それを

目的としたプログラムであります。

　ＲＬＩの研修と言いますのは、一人一人の

ロータリアンに、ロータリーを理解してもらい、

ロータリーの組織や活動を知り、将来、ロー

タリー活動に指導力を発揮出来る人を育てる

ためのものです。研修の特色ですが、講義形

式ではなく、進行役にＤＬ（ディスカッション・

リーダー）を置き、決められたテーマについて

お互いにディスカッションし合い、研修して

いきます。それぞれの参加者はその質問に答

えれば良いというだけではなく、その質問に

対する他の参加者の発言を聴いて、それを踏

まえて自分自身の回答や方向性を見出すとい

うものです。研修を受けるのは簡単と言いま

すか、参加すれば事足りるのですが、その中で

若干頭を痛める、検討して答えていくという

部分も出て参ります。私も立場上、３日間通い、

形ばかりの卒業を致しましたが、当クラブか

らは木川会員が参加されていました。

「研修」ですが、年度初めは「○○セミナー」

「△△セミナー」と各委員会が挙ってセミナー

を開催しますので、クラブに対しての負担が

高くなります。そして必ず会長と担当委員長

にセミナーの案内が来ていると思うのですが、

委員長の都合が悪い時に、会長は責任上「だっ

たら私が行くよ」という事がどうしても多く

なってしまうという事がありました。一応、

会長と委員長あてに案内は出すのですが、今

年は鈴木ガバナーが「会長はそんなに無理を

しなくていいよ。むしろ、委員長、委員の方に

お願いして率先して行ってもらうようにして、

会長はなるべく足を運ばないでもいいように

しなさいよ」と言っておられます。是非ご理

解を頂き、会長に協力して頂きたいと思って

おります。

　外部に対しての「広報」ですけれども、ＲＣ

というのは元々、外部、一般の人に対しての

「広報」は非常に難しいのですね。一例として

ライオンズクラブは“団体としての金銭奉仕”

ですから、何か、例えば車を買って、横に「ライ

オンズクラブ」と書いて寄付するとか、「ライ

オンズクラブ」という大きな立て看板を作る

とか、外から見て分かり易いかなと思うので

すが、“ロータリーの奉仕”というのは個人奉仕、

精神奉仕と言われるように非常に目に見えに

くいものなのですね。ですからなかなかロー

タリアン自身もロータリーを理解する事が難

しい。まして一般の人に理解してもらおうと

いうのはなかなか困難な事であろうというふ

うに思います。そこで最近「広報」という事が

特に言われ始めました。好ましい公共イメー

ジを広報する事によりロータリーを理解して

もらい、新しい会員の増強に繋がれば、という

事であります。メディアとの繋がりは、より

一層難しい事なのですけれども、メディアを

引き付けるような内部的な活動をする、報道

機関との関係改善に心掛ける等が、必要な時

になって参りました。

　７／１付「埼玉新聞」に、田中作次ＲＩ会長の

特集が２５７０・２７７０地区合同で組まれました。

日本人で３人目のＲＩ会長が埼玉から出現し

たという事、ロータリーは長い間、ポリオの

撲滅に取り組んでいて、そのためにたいへん

なお金も遣い、その甲斐あって、もう少しで撲

滅出来るところまで来たという事、等。世間

の人はほとんどそういう事は知りません。そ

れを少しでも知ってもらおうという事で、こ

のような特集を組んだという事でございます。

　鈴木ガバナーには、社会奉仕事業を手始めに、

埼玉の２地区合同での事業を行いたいという

意向があり、この度、「打ち水大作戦」という事

が行われました。７／２２は暦の上では大暑、

一番暑い日。ガバナーからは「この日に『打ち

水大作戦』をやりたい」という話がありました。

あまり準備期間もなく、どうなのかなと思っ

ていたのですけれども、「折角だから入間だけ

でもやってみようよ」という事で、入間南と一

緒にやってみました。今日みたいに暑い日に

やるのが当然の事なのですけれども、当日は

たまたまお天気があまり良くなくて、打ち水

の効果は全くありませんでした。本来はその

効果があって、冷房を使用する機会が減少し

省エネに役立ち、温室効果ガス排出量の削減

にも繋がるという事を目途としたものです。

「やる」と決めたものの、「水道水を使っては

いけない」「お金はかけない」「自然のもので

やりなさい」という事ですから、川から水を

汲んでくるとか、雨水とか風呂の残り湯とか

を使ってやりなさいという事なのですね。実

際にはなかなかそういうわけにも参りません

で、私共の場合は、茶畑の方等へ行くとよく見

られる黄色のポリタンクを、農家の皆様が持

っておられるので、それを軽トラックに積み、

井戸水を汲んで、普段から積極的に地域貢献

活動に取り組んでおられる「イオン入間店」の

店先をお借りして、そこを会場に打ち水を行

いました。バケツと柄杓を持って来て撒くだ

けの事で、お天気も全く相応しくない日だっ

たのですが、やはり大勢でやるというのは楽

しい。入間と入間南と２クラブで出来ました

から結構楽しかったです。打ち水というのは

非常に効果があると聞いていますので、是非

皆さんの所でも店先に水を撒いて実感してみ

て頂きたいなと思います。

　今日はガバナー補佐としてお伺いしている

のですが、大先輩が２人もいらっしゃいますし、

「ガバナー補佐って何だ？」という事もなかろ

うかと思いますが、立場上、ガバナー補佐の

“責務”についてだけ、最後に少しお話させて

頂きます。

　第３グループには担当するクラブが１２ク

ラブあるわけです。それらのクラブが“効果

的に運営”されるよう支援しなさい、そうする

事によってガバナーを補佐しなさいという事

なのですけれども、地区には地区の、クラブ

にはクラブの目標があるわけで、そういう目

標設定に協力をしなさいという事です。それ

から、「ガバナー公式訪問」は年に一遍だけガ

バナーが各クラブを訪れるわけですけれども、

そういう「公式訪問」についての日程調整等、

準備をしなさい。そして、出来るだけ沢山、出

来れば四半期に１度位、各クラブを訪問しな

さいとも言われております。

　また、会長エレクトから会長になる時には、

「“効果的なＲＣ”となるための活動計画の指標

の作成」というのがあり、これを現会長は必ず

しなくてはいけないのです。これがなかなか

難問で、向こうのものをこっちへ持ってきた

書類ですから、理解しにくい部分があるので

すね。それを消化不良のまま使っていますか

ら、会長としては大変なのですが、これを作成

してガバナーに提出しなければならない。そ

のお手伝いをしなさいという事も言われてお

ります。

「“効果的なクラブ”とはどういうクラブを言

うのか？」という事になるわけですが、４つ程

あり、１つは「会員増強」、もう１つは「奉仕

プロジェクトを実施する」、それから、「ロー

タリー財団の支援」、そして最後は「指導者

の育成」です。いずれも簡単な事ですけれども

非常に大切な事。これらが成し遂げられて、

クラブは“効果的なクラブ”に成るというふう

に言われております。

　他には、クラブの状況をガバナーに伝える、

財団の協力をする、将来のリーダーを育成する、

等でございます。

「公式訪問」には写真を撮るのでネクタイを

着用して下さい等のアナウンスがありました

が、第３Ｇの公式訪問は一番暑い時に始まり、

ずっと続いて１０月まで続き、季節も変わって

参ります。上着を着るクラブ、着ないクラブ、

様々かと思いますが、その辺はクラブの判断

でやって頂ければと思っております。

◎安藤会長：５０周年に向けて団結出来るよう、

「２５００例会の記念バッジ」を作製しました。

御礼に代えて、ガバナー補佐に受け取って頂

きたいと思います（拍手）。

※次週の例会案内は省略。

当 番 市川（洋）君、和泉君

“ 奉仕を通じて平和を ”

会員増強および拡大月間

重 点 課 題 は 奉 仕 の 追 求

安 藤 泰 雄 島 田 秀 和

例会場：マロウドイン飯能

晴

飯能ロータリークラブ会報

石原橋下の釣人

鈴 木 秀 憲

田 中 作 次

会　員　数 当　　日

出席数対　象全　数 出席率
前々回修正
出　席　率

８５．７１％

月   日 当　番
［担当委員会］例会数 行　事　予　定

９．５

９．１２

９．１９

９．２６

２，５０７

２，５０８

２，５０９

２，５１０
前 島 君
森 君
［クラブ奉仕］

［社会奉仕］

柏 木 君
神田（敬）君
［新世代］

［プログラム］

小久保君
川 口 君

増 島 君
間 邉 君

卓話「被災地の子どもの心のケア」
森  香織様臨床心理士

卓話「高林謙三翁について」

石井幸良様 鈴木敏蔵様
日高ＲＣ元会長 日高ＲＣ元会長

川村正幸様駿河台大学学長

《移動例会》駿河台大学

（製茶機械発明者）

卓話「会社法中の株主利益と
　　　　社外取締役の意義」

飯能日高テレビ
大久保さとみ様チーフキャスター
和泉如記様コンテンツ開発室長

卓話「地域放送と
　　ソーシャルメディアの展望」

平成２４年９月のプログラム
（月間テーマ  新世代のための月間）

平岡達也様

ガ バ ナ ー 補 佐 卓 話

（入間ＲＣ）
２０１２━１３年度  第２５７０地区
第３グループ  ガバナー補佐

【四つのテスト】

【結婚・誕生日祝】

（仮称）



《ガバナー補佐訪問例会》

・点　鐘　安藤会長

・ソング　君が代　奉仕の理想�

・四つのテスト斉唱　山岸職業奉仕委員�

・卓　話　（ガバナー補佐）平岡達也様�

【会長報告】

　本日は平岡ガバナー補佐に来訪頂きました。

クラブ協議会、補佐訪問、次週公式訪問と、

１年の活動の原点になる会合が続きます。先

程、別室において、当クラブの運営等について

さまざまなご指導ご教授を頂戴しました。後

程、補佐卓話の中でさまざまなお話をして頂

けるものと思っております。会員の皆様には

年度スタートに、厳しい、堅い会合が続きます

がよろしくお願い申し上げたいと思います。

　先日、ビジターとして例会に出席された、東

京池袋ＲＣ尾崎会長より御礼の手紙、「とても

素晴らしいクラブ」というお褒めの言葉を頂

戴しました。

　聖望学園は甲子園を目指し決勝戦を戦い、

厳しい暑さの中、本当にはつらつとプレーす

る姿にとても元気づけられました。残念なが

らあと一歩及びませんでしたが来年も健闘を

願っております。

【幹事報告】

・第３回役員会、本日１８時半、さかえ�。

・公式訪問スケジュール配付。次週もこの資

　料をお持ち下さい。会員は１２：１５にこちら

　の席へ、３年未満の方は１１時半までに来て

　ください。制服、ネクタイ着用。�

【出席報告】無断欠席なし　　川口出席委員

【Ｍ　　Ｕ】

７／１９（東松山むさしＲＣ）間邉君

７／２９（地区）木川君

【ＳＡＡ報告】

　オリンピックの見過ぎで寝不足、間違えて

制服で来てしまいました。皆様、お気づきで

したでしょうか、例会開始前にビートルズの

『ヘイ・ジュード』を流させて頂きました。オ

リンピック開会式でポール・マッカートニー

が歌った事にあやかっての曲でございました。
◎ニコニコＢＯＸ�
・平岡ガバナー補佐様、ようこそ。いつもお世
　話になります。よろしくお願い致します。
　　　細田（吉）君、細田（伴）君、大附君、平沼君
　　　矢島（巌）君、吉島君、新井君、吉田（健）君
　　　間邉君、神田（敬）君、前島君、小崎君�
・平岡ガバナー補佐、ようこそ。よろしくご指
　導の程お願い致します。�　安藤君、山川君
　　　　　　　  吉田（武）君、島田君、小川君
・早退　　　　　　　　  細田（伴）君、小崎君
本日計１９，０００円、累計額８８，０００円。

◎８日例会当番は市川（昭）会員、加藤会員です。�

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　　　　　　安藤会長

　皆様よくご存知ですし、個人的にも公私共

に日頃からいろいろとご指導頂いている平岡

様です。改めてご紹介するまでもないとの事

で、今後共、当クラブに対する温かいご指導を

お願いしましてご紹介に代えさせて頂きます。

　公式訪問の１週間前にガバナー補佐はクラ

ブを訪問しなさいとの事でお伺いさせて頂き

ました。当クラブにはガバナー補佐としての

大先輩、吉田（健）様、中里（昌）様がいらっしゃい

ますし、「長老」と言うと怒られてしまうので

しょうか、橋本様、加藤様。昔から大変お世話

になっており、懐かしいお顔がたくさんいら

っしゃいます。日頃からお世話になっており、

厚く御礼申し上げます。

　私はすぐ隣の仏子に生まれ育ちました。飯

能は隣町というより、半分こちらに足を入れ

ているような所で、子どもの頃から何だかん

だと飯能に足を運んでおりました。当時の事

ですから電車で来るしかないのですけれども、

買い物や遊び等にずいぶんよく来させて頂き

ました。そんな事もあってか顔見知りの方が

お蔭様でたくさん出来、入間市よりも飯能市

に親しんで参りました。

　今日はロータリーについての話をしなさい

という事なのですが一寸だけ青年会議所（ＪＣ）

の事に触れさせて頂きたい。

　私は３０才を過ぎた頃、ＪＣに出合いました。

あるセミナーを聴きに行きましたら、講師は

ＪＣのＯＢ、たいへん迫力のある話をされ、感

動したわけです。それまでＪＣなんて知りま

せんでしたから「ＪＣって一体何なんだろうな」

と思い、探してみたのですが、入間にも飯能に

も、その時はまだありませんでした。電話帳を

繰って探したところ、所沢にあるという事が

分かり早速電話。丁度そこに当時の理事長が

おられ、とにかく一遍遊びにおいでよという

事で、それがきっかけで所沢ＪＣに入会させ

て頂きました。都合５年程、所沢でお世話に

なっていたのですけれども、ＪＣというのは

地元に結び付いた活動で、そんな事ではいけ

ないのですけれども、私は入間市の人間です

から、どうもその「所沢での活動」というのが

合わない部分もあり、日本ＪＣ等、外に出させ

て頂いておりました。そうこうするうち、飯能、

入間にＪＣ設立の機運が生じ、入間にＪＣを創

り、そちらに移籍してから２年程して卒業に

なりました。ＲＣもそれに引き続いて入会の

お誘いを受けたわけですけれども、私にとっ

てみれば“地域における人付き合いの原点”

というのがＪＣであったな、ということがあ

りまして、今でも各地に

お伺いしますと顔見知り

の方がそれぞれ居られ、

たいへん懐かしく交流さ

せて頂いております。４０

才でＪＣを卒業しＲＣに

誘われました。既に亡く

なっていた父も熱心なロ

ータリアンだったもので

すから特にＲＣについてどうこうという事も

なくＲＣに入れて頂きました。

　私が入会した頃の入間ＲＣは会員数も多く

（今は４０名）、たいへん楽しく賑やかなクラブ

でした。パストガバナーの繁田正一様という

方が居られ、この方は我々から見ると“ロータ

リーの神様”みたいな方でしたけれども、繁田

様自身はＲＣの事を「おとなの幼稚園」とよく

言われ、楽しんでおられました。ＲＣについて

いろいろ話をして下さいましたが、我々が感

心してそれを聴いておりますと「これは『ロー

タリーの友』に書いてある事なんだよ」という

ふうに言われてしまい、当時から不勉強だっ

たんだなと思ったわけでございます。地区等

に出させてもらっても、繁田様が一目置かれ

ていたためというか、入間から来た事が分か

るとたいへん温かく迎えて頂き、そういう意

味では楽をさせて頂いた感じもしております。

　昨年暮から今年の１、２月にかけて、私共の

石川ＰＧから「第３Ｇでガバナー補佐をやっ

てくれる人が居なくて困ってるんだよ」とい

う話があり、その時は無責任に「だったら飯能

に行けばたくさんいらっしゃいますよ。飯能

へ行ってお願いした方が良いですよ」と申し

上げていたのですけれども、それが廻り廻っ

て私のところに来てしまいました。ガバナー

補佐というのはあくまでもガバナーを補佐す

る立場ですので、何とか１年間きちっと出来

ればいいなと思っております。

　ＲＣに入会して２０年経って会長を仰せ付か

りました。たいへん混み合っていて、なかなか

順番が来なかったのです。２０００～０１年、２１世

紀を迎えた年でありました。この年にＤＬＰ（地

区リーダーシッププラン）が導入。ガバナーは

本庄の高橋福八様でした。ＪＣの大先輩で、「面

白くて為になるロータリー」というのを掲げ

て活躍されました。たいへん活発に動かれた

ものですから問題もあったと聞いております

が、合同ＩＭは歌舞伎座で行われ、私もその舞

台に出させてもらったのです。そういう意味

ではたいへん思い出に残る事でございました。

　２００５年にはＲＣは１００周年を迎えました。

それぞれのクラブで記念事業に取り組まれた

事と思いますが、入間でも何か記念に残る事

をしようと考えたわけでございます。入間、

狭山には入間基地がありますので、基地司令

にお目にかかった時、「こういう事で、何か普

段出来ない事をやりたいのだけれども、市民

に声を掛けて、滑走路を歩かせてくれないか」

とお願いしたのです。その時は「いいね」と言

って下さったのですが、その後、「滑走路は緊

急時の対応が必要で、人が歩いて物を落とし

たりして異物があったりすると飛行機の発着

に大きな支障があるから難しい」と言われて

しまいました。何とかお願いしますと頼み込み、

ようやくＯＫを頂きました。市民の方に声を

掛け、募集して選ばれた人が中に入りました。

基地内ですから簡単に出たり入ったり出来ま

せんので登録をして中に入れてもらうのです。

記念にＴシャツを作り、皆で一緒に基地を歩

かせてもらいました。それだけの事かと言っ

てしまえばそれまでなのですが、私にとって

みればたいへん思い出深い出来事でした。今

でも「ランウェイウオーク」は入間基地の事業

としてやっているように聞いております。

　飯能はたくさんの会員に恵まれております

が、最近は会員数の減少に悩まされていると

ころが多くなって参りました。会員数の減少

についてはいろいろ理由はあるのでしょうけ

れども、ＲＣに関して十分な知識を持たない

ロータリアンが増え、ＲＣを十分理解しない

まま去られてしまうという事が多いとも聞い

ております。ＲＣも創立後１０４年を経ており、

その間、世の中もたいへん大きく変化してい

るわけですから、ＲＣも変わって当然なのだ

と思いますけれども、実際には思ったように

変わり切れていないという事が原因の１つか

なというふうにも思われます。これらの問題

を分析し、お互いに十分に話し合い、各世代の

ロータリアンが“新しいＲＣ”について理解を

深める努力をしていかない限り、なかなかこ

れからの発展は望めないのではないかなと感

じております。一人一人のロータリアンが自

覚をもってＲＣを理解しようとする事が大切

であるという事は、言うまでもない事であろ

うと思っております。

　そこで、最近「研修」という事が言われて

参りました。内部に対しては「研修」、外部に

対しては「広報」です。

　地区に「研修リーダー」という制度が出来ま

した。そして、それぞれのグループ、第３グ

ループにも「研修委員」という担当の方が居ら

れ、内部できちんと研修しようという事にな

っております。まずは、新入会員研修、フレッ

シュマン・セミナーをしようという事で、９月

末頃に予定されていると聞いております。

　それから、研修の１方式として昨年から当

地区にも取り入れられたＲＬＩ（ロータリー・

リーダーシップ研究会）。日本には２００８年に

導入、隣の２７７０地区は早くから活躍され、

今では２７７０地区に事務局が置かれております。

「ＲＬＩとは何か」が分からないものですから、

まずはＲＬＩの指導者を育成しようという試

みが昨年行われました。

「ＲＬＩ」とは「一人一人のロータリアンの知

識を高め、質の高いリーダーシップの研修を

通じてロータリーを活性する事」等と話すと

非常に難しくなってしまうのですが、それを

目的としたプログラムであります。

　ＲＬＩの研修と言いますのは、一人一人の

ロータリアンに、ロータリーを理解してもらい、

ロータリーの組織や活動を知り、将来、ロー

タリー活動に指導力を発揮出来る人を育てる

ためのものです。研修の特色ですが、講義形

式ではなく、進行役にＤＬ（ディスカッション・

リーダー）を置き、決められたテーマについて

お互いにディスカッションし合い、研修して

いきます。それぞれの参加者はその質問に答

えれば良いというだけではなく、その質問に

対する他の参加者の発言を聴いて、それを踏

まえて自分自身の回答や方向性を見出すとい

うものです。研修を受けるのは簡単と言いま

すか、参加すれば事足りるのですが、その中で

若干頭を痛める、検討して答えていくという

部分も出て参ります。私も立場上、３日間通い、

形ばかりの卒業を致しましたが、当クラブか

らは木川会員が参加されていました。

「研修」ですが、年度初めは「○○セミナー」

「△△セミナー」と各委員会が挙ってセミナー

を開催しますので、クラブに対しての負担が

高くなります。そして必ず会長と担当委員長

にセミナーの案内が来ていると思うのですが、

委員長の都合が悪い時に、会長は責任上「だっ

たら私が行くよ」という事がどうしても多く

なってしまうという事がありました。一応、

会長と委員長あてに案内は出すのですが、今

年は鈴木ガバナーが「会長はそんなに無理を

しなくていいよ。むしろ、委員長、委員の方に

お願いして率先して行ってもらうようにして、

会長はなるべく足を運ばないでもいいように

しなさいよ」と言っておられます。是非ご理

解を頂き、会長に協力して頂きたいと思って

おります。

　外部に対しての「広報」ですけれども、ＲＣ

というのは元々、外部、一般の人に対しての

「広報」は非常に難しいのですね。一例として

ライオンズクラブは“団体としての金銭奉仕”

ですから、何か、例えば車を買って、横に「ライ

オンズクラブ」と書いて寄付するとか、「ライ

オンズクラブ」という大きな立て看板を作る

とか、外から見て分かり易いかなと思うので

すが、“ロータリーの奉仕”というのは個人奉仕、

精神奉仕と言われるように非常に目に見えに

くいものなのですね。ですからなかなかロー

タリアン自身もロータリーを理解する事が難

しい。まして一般の人に理解してもらおうと

いうのはなかなか困難な事であろうというふ

うに思います。そこで最近「広報」という事が

特に言われ始めました。好ましい公共イメー

ジを広報する事によりロータリーを理解して

もらい、新しい会員の増強に繋がれば、という

事であります。メディアとの繋がりは、より

一層難しい事なのですけれども、メディアを

引き付けるような内部的な活動をする、報道

機関との関係改善に心掛ける等が、必要な時

になって参りました。

　７／１付「埼玉新聞」に、田中作次ＲＩ会長の

特集が２５７０・２７７０地区合同で組まれました。

日本人で３人目のＲＩ会長が埼玉から出現し

たという事、ロータリーは長い間、ポリオの

撲滅に取り組んでいて、そのためにたいへん

なお金も遣い、その甲斐あって、もう少しで撲

滅出来るところまで来たという事、等。世間

の人はほとんどそういう事は知りません。そ

れを少しでも知ってもらおうという事で、こ

のような特集を組んだという事でございます。

　鈴木ガバナーには、社会奉仕事業を手始めに、

埼玉の２地区合同での事業を行いたいという

意向があり、この度、「打ち水大作戦」という事

が行われました。７／２２は暦の上では大暑、

一番暑い日。ガバナーからは「この日に『打ち

水大作戦』をやりたい」という話がありました。

あまり準備期間もなく、どうなのかなと思っ

ていたのですけれども、「折角だから入間だけ

でもやってみようよ」という事で、入間南と一

緒にやってみました。今日みたいに暑い日に

やるのが当然の事なのですけれども、当日は

たまたまお天気があまり良くなくて、打ち水

の効果は全くありませんでした。本来はその

効果があって、冷房を使用する機会が減少し

省エネに役立ち、温室効果ガス排出量の削減

にも繋がるという事を目途としたものです。

「やる」と決めたものの、「水道水を使っては

いけない」「お金はかけない」「自然のもので

やりなさい」という事ですから、川から水を

汲んでくるとか、雨水とか風呂の残り湯とか

を使ってやりなさいという事なのですね。実

際にはなかなかそういうわけにも参りません

で、私共の場合は、茶畑の方等へ行くとよく見

られる黄色のポリタンクを、農家の皆様が持

っておられるので、それを軽トラックに積み、

井戸水を汲んで、普段から積極的に地域貢献

活動に取り組んでおられる「イオン入間店」の

店先をお借りして、そこを会場に打ち水を行

いました。バケツと柄杓を持って来て撒くだ

けの事で、お天気も全く相応しくない日だっ

たのですが、やはり大勢でやるというのは楽

しい。入間と入間南と２クラブで出来ました

から結構楽しかったです。打ち水というのは

非常に効果があると聞いていますので、是非

皆さんの所でも店先に水を撒いて実感してみ

て頂きたいなと思います。

　今日はガバナー補佐としてお伺いしている

のですが、大先輩が２人もいらっしゃいますし、

「ガバナー補佐って何だ？」という事もなかろ

うかと思いますが、立場上、ガバナー補佐の

“責務”についてだけ、最後に少しお話させて

頂きます。

　第３グループには担当するクラブが１２ク

ラブあるわけです。それらのクラブが“効果

的に運営”されるよう支援しなさい、そうする

事によってガバナーを補佐しなさいという事

なのですけれども、地区には地区の、クラブ

にはクラブの目標があるわけで、そういう目

標設定に協力をしなさいという事です。それ

から、「ガバナー公式訪問」は年に一遍だけガ

バナーが各クラブを訪れるわけですけれども、

そういう「公式訪問」についての日程調整等、

準備をしなさい。そして、出来るだけ沢山、出

来れば四半期に１度位、各クラブを訪問しな

さいとも言われております。

　また、会長エレクトから会長になる時には、

「“効果的なＲＣ”となるための活動計画の指標

の作成」というのがあり、これを現会長は必ず

しなくてはいけないのです。これがなかなか

難問で、向こうのものをこっちへ持ってきた

書類ですから、理解しにくい部分があるので

すね。それを消化不良のまま使っていますか

ら、会長としては大変なのですが、これを作成

してガバナーに提出しなければならない。そ

のお手伝いをしなさいという事も言われてお

ります。

「“効果的なクラブ”とはどういうクラブを言

うのか？」という事になるわけですが、４つ程

あり、１つは「会員増強」、もう１つは「奉仕

プロジェクトを実施する」、それから、「ロー

タリー財団の支援」、そして最後は「指導者

の育成」です。いずれも簡単な事ですけれども

非常に大切な事。これらが成し遂げられて、

クラブは“効果的なクラブ”に成るというふう

に言われております。

　他には、クラブの状況をガバナーに伝える、

財団の協力をする、将来のリーダーを育成する、

等でございます。

「公式訪問」には写真を撮るのでネクタイを

着用して下さい等のアナウンスがありました

が、第３Ｇの公式訪問は一番暑い時に始まり、

ずっと続いて１０月まで続き、季節も変わって

参ります。上着を着るクラブ、着ないクラブ、

様々かと思いますが、その辺はクラブの判断

でやって頂ければと思っております。

◎安藤会長：５０周年に向けて団結出来るよう、

「２５００例会の記念バッジ」を作製しました。

御礼に代えて、ガバナー補佐に受け取って頂

きたいと思います（拍手）。

※次週の例会案内は省略。

当 番 市川（洋）君、和泉君

“ 奉仕を通じて平和を ”

会員増強および拡大月間

重 点 課 題 は 奉 仕 の 追 求

安 藤 泰 雄 島 田 秀 和

例会場：マロウドイン飯能

晴

飯能ロータリークラブ会報

石原橋下の釣人

鈴 木 秀 憲

田 中 作 次
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出席数対　象全　数 出席率
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９．１９

９．２６
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２，５０８

２，５０９

２，５１０
前 島 君
森 君
［クラブ奉仕］

［社会奉仕］

柏 木 君
神田（敬）君
［新世代］

［プログラム］

小久保君
川 口 君

増 島 君
間 邉 君

卓話「被災地の子どもの心のケア」
森  香織様臨床心理士

卓話「高林謙三翁について」

石井幸良様 鈴木敏蔵様
日高ＲＣ元会長 日高ＲＣ元会長

川村正幸様駿河台大学学長

《移動例会》駿河台大学

（製茶機械発明者）

卓話「会社法中の株主利益と
　　　　社外取締役の意義」

飯能日高テレビ
大久保さとみ様チーフキャスター
和泉如記様コンテンツ開発室長

卓話「地域放送と
　　ソーシャルメディアの展望」

平成２４年９月のプログラム
（月間テーマ  新世代のための月間）

平岡達也様

ガ バ ナ ー 補 佐 卓 話

（入間ＲＣ）
２０１２━１３年度  第２５７０地区
第３グループ  ガバナー補佐
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【結婚・誕生日祝】

（仮称）



《ガバナー補佐訪問例会》

・点　鐘　安藤会長

・ソング　君が代　奉仕の理想�

・四つのテスト斉唱　山岸職業奉仕委員�

・卓　話　（ガバナー補佐）平岡達也様�

【会長報告】

　本日は平岡ガバナー補佐に来訪頂きました。

クラブ協議会、補佐訪問、次週公式訪問と、

１年の活動の原点になる会合が続きます。先

程、別室において、当クラブの運営等について

さまざまなご指導ご教授を頂戴しました。後

程、補佐卓話の中でさまざまなお話をして頂

けるものと思っております。会員の皆様には

年度スタートに、厳しい、堅い会合が続きます

がよろしくお願い申し上げたいと思います。

　先日、ビジターとして例会に出席された、東

京池袋ＲＣ尾崎会長より御礼の手紙、「とても

素晴らしいクラブ」というお褒めの言葉を頂

戴しました。

　聖望学園は甲子園を目指し決勝戦を戦い、

厳しい暑さの中、本当にはつらつとプレーす

る姿にとても元気づけられました。残念なが

らあと一歩及びませんでしたが来年も健闘を

願っております。

【幹事報告】

・第３回役員会、本日１８時半、さかえ�。

・公式訪問スケジュール配付。次週もこの資

　料をお持ち下さい。会員は１２：１５にこちら

　の席へ、３年未満の方は１１時半までに来て

　ください。制服、ネクタイ着用。�

【出席報告】無断欠席なし　　川口出席委員

【Ｍ　　Ｕ】

７／１９（東松山むさしＲＣ）間邉君

７／２９（地区）木川君

【ＳＡＡ報告】

　オリンピックの見過ぎで寝不足、間違えて

制服で来てしまいました。皆様、お気づきで

したでしょうか、例会開始前にビートルズの

『ヘイ・ジュード』を流させて頂きました。オ

リンピック開会式でポール・マッカートニー

が歌った事にあやかっての曲でございました。
◎ニコニコＢＯＸ�
・平岡ガバナー補佐様、ようこそ。いつもお世
　話になります。よろしくお願い致します。
　　　細田（吉）君、細田（伴）君、大附君、平沼君
　　　矢島（巌）君、吉島君、新井君、吉田（健）君
　　　間邉君、神田（敬）君、前島君、小崎君�
・平岡ガバナー補佐、ようこそ。よろしくご指
　導の程お願い致します。�　安藤君、山川君
　　　　　　　  吉田（武）君、島田君、小川君
・早退　　　　　　　　  細田（伴）君、小崎君
本日計１９，０００円、累計額８８，０００円。

◎８日例会当番は市川（昭）会員、加藤会員です。�

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　　　　　　安藤会長

　皆様よくご存知ですし、個人的にも公私共

に日頃からいろいろとご指導頂いている平岡

様です。改めてご紹介するまでもないとの事

で、今後共、当クラブに対する温かいご指導を

お願いしましてご紹介に代えさせて頂きます。

　公式訪問の１週間前にガバナー補佐はクラ

ブを訪問しなさいとの事でお伺いさせて頂き

ました。当クラブにはガバナー補佐としての

大先輩、吉田（健）様、中里（昌）様がいらっしゃい

ますし、「長老」と言うと怒られてしまうので

しょうか、橋本様、加藤様。昔から大変お世話

になっており、懐かしいお顔がたくさんいら

っしゃいます。日頃からお世話になっており、

厚く御礼申し上げます。

　私はすぐ隣の仏子に生まれ育ちました。飯

能は隣町というより、半分こちらに足を入れ

ているような所で、子どもの頃から何だかん

だと飯能に足を運んでおりました。当時の事

ですから電車で来るしかないのですけれども、

買い物や遊び等にずいぶんよく来させて頂き

ました。そんな事もあってか顔見知りの方が

お蔭様でたくさん出来、入間市よりも飯能市

に親しんで参りました。

　今日はロータリーについての話をしなさい

という事なのですが一寸だけ青年会議所（ＪＣ）

の事に触れさせて頂きたい。

　私は３０才を過ぎた頃、ＪＣに出合いました。

あるセミナーを聴きに行きましたら、講師は

ＪＣのＯＢ、たいへん迫力のある話をされ、感

動したわけです。それまでＪＣなんて知りま

せんでしたから「ＪＣって一体何なんだろうな」

と思い、探してみたのですが、入間にも飯能に

も、その時はまだありませんでした。電話帳を

繰って探したところ、所沢にあるという事が

分かり早速電話。丁度そこに当時の理事長が

おられ、とにかく一遍遊びにおいでよという

事で、それがきっかけで所沢ＪＣに入会させ

て頂きました。都合５年程、所沢でお世話に

なっていたのですけれども、ＪＣというのは

地元に結び付いた活動で、そんな事ではいけ

ないのですけれども、私は入間市の人間です

から、どうもその「所沢での活動」というのが

合わない部分もあり、日本ＪＣ等、外に出させ

て頂いておりました。そうこうするうち、飯能、

入間にＪＣ設立の機運が生じ、入間にＪＣを創

り、そちらに移籍してから２年程して卒業に

なりました。ＲＣもそれに引き続いて入会の

お誘いを受けたわけですけれども、私にとっ

てみれば“地域における人付き合いの原点”

というのがＪＣであったな、ということがあ

りまして、今でも各地に

お伺いしますと顔見知り

の方がそれぞれ居られ、

たいへん懐かしく交流さ

せて頂いております。４０

才でＪＣを卒業しＲＣに

誘われました。既に亡く

なっていた父も熱心なロ

ータリアンだったもので

すから特にＲＣについてどうこうという事も

なくＲＣに入れて頂きました。

　私が入会した頃の入間ＲＣは会員数も多く

（今は４０名）、たいへん楽しく賑やかなクラブ

でした。パストガバナーの繁田正一様という

方が居られ、この方は我々から見ると“ロータ

リーの神様”みたいな方でしたけれども、繁田

様自身はＲＣの事を「おとなの幼稚園」とよく

言われ、楽しんでおられました。ＲＣについて

いろいろ話をして下さいましたが、我々が感

心してそれを聴いておりますと「これは『ロー

タリーの友』に書いてある事なんだよ」という

ふうに言われてしまい、当時から不勉強だっ

たんだなと思ったわけでございます。地区等

に出させてもらっても、繁田様が一目置かれ

ていたためというか、入間から来た事が分か

るとたいへん温かく迎えて頂き、そういう意

味では楽をさせて頂いた感じもしております。

　昨年暮から今年の１、２月にかけて、私共の

石川ＰＧから「第３Ｇでガバナー補佐をやっ

てくれる人が居なくて困ってるんだよ」とい

う話があり、その時は無責任に「だったら飯能

に行けばたくさんいらっしゃいますよ。飯能

へ行ってお願いした方が良いですよ」と申し

上げていたのですけれども、それが廻り廻っ

て私のところに来てしまいました。ガバナー

補佐というのはあくまでもガバナーを補佐す

る立場ですので、何とか１年間きちっと出来

ればいいなと思っております。

　ＲＣに入会して２０年経って会長を仰せ付か

りました。たいへん混み合っていて、なかなか

順番が来なかったのです。２０００～０１年、２１世

紀を迎えた年でありました。この年にＤＬＰ（地

区リーダーシッププラン）が導入。ガバナーは

本庄の高橋福八様でした。ＪＣの大先輩で、「面

白くて為になるロータリー」というのを掲げ

て活躍されました。たいへん活発に動かれた

ものですから問題もあったと聞いております

が、合同ＩＭは歌舞伎座で行われ、私もその舞

台に出させてもらったのです。そういう意味

ではたいへん思い出に残る事でございました。

　２００５年にはＲＣは１００周年を迎えました。

それぞれのクラブで記念事業に取り組まれた

事と思いますが、入間でも何か記念に残る事

をしようと考えたわけでございます。入間、

狭山には入間基地がありますので、基地司令

にお目にかかった時、「こういう事で、何か普

段出来ない事をやりたいのだけれども、市民

に声を掛けて、滑走路を歩かせてくれないか」

とお願いしたのです。その時は「いいね」と言

って下さったのですが、その後、「滑走路は緊

急時の対応が必要で、人が歩いて物を落とし

たりして異物があったりすると飛行機の発着

に大きな支障があるから難しい」と言われて

しまいました。何とかお願いしますと頼み込み、

ようやくＯＫを頂きました。市民の方に声を

掛け、募集して選ばれた人が中に入りました。

基地内ですから簡単に出たり入ったり出来ま

せんので登録をして中に入れてもらうのです。

記念にＴシャツを作り、皆で一緒に基地を歩

かせてもらいました。それだけの事かと言っ

てしまえばそれまでなのですが、私にとって

みればたいへん思い出深い出来事でした。今

でも「ランウェイウオーク」は入間基地の事業

としてやっているように聞いております。

　飯能はたくさんの会員に恵まれております

が、最近は会員数の減少に悩まされていると

ころが多くなって参りました。会員数の減少

についてはいろいろ理由はあるのでしょうけ

れども、ＲＣに関して十分な知識を持たない

ロータリアンが増え、ＲＣを十分理解しない

まま去られてしまうという事が多いとも聞い

ております。ＲＣも創立後１０４年を経ており、

その間、世の中もたいへん大きく変化してい

るわけですから、ＲＣも変わって当然なのだ

と思いますけれども、実際には思ったように

変わり切れていないという事が原因の１つか

なというふうにも思われます。これらの問題

を分析し、お互いに十分に話し合い、各世代の

ロータリアンが“新しいＲＣ”について理解を

深める努力をしていかない限り、なかなかこ

れからの発展は望めないのではないかなと感

じております。一人一人のロータリアンが自

覚をもってＲＣを理解しようとする事が大切

であるという事は、言うまでもない事であろ

うと思っております。

　そこで、最近「研修」という事が言われて

参りました。内部に対しては「研修」、外部に

対しては「広報」です。

　地区に「研修リーダー」という制度が出来ま

した。そして、それぞれのグループ、第３グ

ループにも「研修委員」という担当の方が居ら

れ、内部できちんと研修しようという事にな

っております。まずは、新入会員研修、フレッ

シュマン・セミナーをしようという事で、９月

末頃に予定されていると聞いております。

　それから、研修の１方式として昨年から当

地区にも取り入れられたＲＬＩ（ロータリー・

リーダーシップ研究会）。日本には２００８年に

導入、隣の２７７０地区は早くから活躍され、

今では２７７０地区に事務局が置かれております。

「ＲＬＩとは何か」が分からないものですから、

まずはＲＬＩの指導者を育成しようという試

みが昨年行われました。

「ＲＬＩ」とは「一人一人のロータリアンの知

識を高め、質の高いリーダーシップの研修を

通じてロータリーを活性する事」等と話すと

非常に難しくなってしまうのですが、それを

目的としたプログラムであります。

　ＲＬＩの研修と言いますのは、一人一人の

ロータリアンに、ロータリーを理解してもらい、

ロータリーの組織や活動を知り、将来、ロー

タリー活動に指導力を発揮出来る人を育てる

ためのものです。研修の特色ですが、講義形

式ではなく、進行役にＤＬ（ディスカッション・

リーダー）を置き、決められたテーマについて

お互いにディスカッションし合い、研修して

いきます。それぞれの参加者はその質問に答

えれば良いというだけではなく、その質問に

対する他の参加者の発言を聴いて、それを踏

まえて自分自身の回答や方向性を見出すとい

うものです。研修を受けるのは簡単と言いま

すか、参加すれば事足りるのですが、その中で

若干頭を痛める、検討して答えていくという

部分も出て参ります。私も立場上、３日間通い、

形ばかりの卒業を致しましたが、当クラブか

らは木川会員が参加されていました。

「研修」ですが、年度初めは「○○セミナー」

「△△セミナー」と各委員会が挙ってセミナー

を開催しますので、クラブに対しての負担が

高くなります。そして必ず会長と担当委員長

にセミナーの案内が来ていると思うのですが、

委員長の都合が悪い時に、会長は責任上「だっ

たら私が行くよ」という事がどうしても多く

なってしまうという事がありました。一応、

会長と委員長あてに案内は出すのですが、今

年は鈴木ガバナーが「会長はそんなに無理を

しなくていいよ。むしろ、委員長、委員の方に

お願いして率先して行ってもらうようにして、

会長はなるべく足を運ばないでもいいように

しなさいよ」と言っておられます。是非ご理

解を頂き、会長に協力して頂きたいと思って

おります。

　外部に対しての「広報」ですけれども、ＲＣ

というのは元々、外部、一般の人に対しての

「広報」は非常に難しいのですね。一例として

ライオンズクラブは“団体としての金銭奉仕”

ですから、何か、例えば車を買って、横に「ライ

オンズクラブ」と書いて寄付するとか、「ライ

オンズクラブ」という大きな立て看板を作る

とか、外から見て分かり易いかなと思うので

すが、“ロータリーの奉仕”というのは個人奉仕、

精神奉仕と言われるように非常に目に見えに

くいものなのですね。ですからなかなかロー

タリアン自身もロータリーを理解する事が難

しい。まして一般の人に理解してもらおうと

いうのはなかなか困難な事であろうというふ

うに思います。そこで最近「広報」という事が

特に言われ始めました。好ましい公共イメー

ジを広報する事によりロータリーを理解して

もらい、新しい会員の増強に繋がれば、という

事であります。メディアとの繋がりは、より

一層難しい事なのですけれども、メディアを

引き付けるような内部的な活動をする、報道

機関との関係改善に心掛ける等が、必要な時

になって参りました。

　７／１付「埼玉新聞」に、田中作次ＲＩ会長の

特集が２５７０・２７７０地区合同で組まれました。

日本人で３人目のＲＩ会長が埼玉から出現し

たという事、ロータリーは長い間、ポリオの

撲滅に取り組んでいて、そのためにたいへん

なお金も遣い、その甲斐あって、もう少しで撲

滅出来るところまで来たという事、等。世間

の人はほとんどそういう事は知りません。そ

れを少しでも知ってもらおうという事で、こ

のような特集を組んだという事でございます。

　鈴木ガバナーには、社会奉仕事業を手始めに、

埼玉の２地区合同での事業を行いたいという

意向があり、この度、「打ち水大作戦」という事

が行われました。７／２２は暦の上では大暑、

一番暑い日。ガバナーからは「この日に『打ち

水大作戦』をやりたい」という話がありました。

あまり準備期間もなく、どうなのかなと思っ

ていたのですけれども、「折角だから入間だけ

でもやってみようよ」という事で、入間南と一

緒にやってみました。今日みたいに暑い日に

やるのが当然の事なのですけれども、当日は

たまたまお天気があまり良くなくて、打ち水

の効果は全くありませんでした。本来はその

効果があって、冷房を使用する機会が減少し

省エネに役立ち、温室効果ガス排出量の削減

にも繋がるという事を目途としたものです。

「やる」と決めたものの、「水道水を使っては

いけない」「お金はかけない」「自然のもので

やりなさい」という事ですから、川から水を

汲んでくるとか、雨水とか風呂の残り湯とか

を使ってやりなさいという事なのですね。実

際にはなかなかそういうわけにも参りません

で、私共の場合は、茶畑の方等へ行くとよく見

られる黄色のポリタンクを、農家の皆様が持

っておられるので、それを軽トラックに積み、

井戸水を汲んで、普段から積極的に地域貢献

活動に取り組んでおられる「イオン入間店」の

店先をお借りして、そこを会場に打ち水を行

いました。バケツと柄杓を持って来て撒くだ

けの事で、お天気も全く相応しくない日だっ

たのですが、やはり大勢でやるというのは楽

しい。入間と入間南と２クラブで出来ました

から結構楽しかったです。打ち水というのは

非常に効果があると聞いていますので、是非

皆さんの所でも店先に水を撒いて実感してみ

て頂きたいなと思います。

　今日はガバナー補佐としてお伺いしている

のですが、大先輩が２人もいらっしゃいますし、

「ガバナー補佐って何だ？」という事もなかろ

うかと思いますが、立場上、ガバナー補佐の

“責務”についてだけ、最後に少しお話させて

頂きます。

　第３グループには担当するクラブが１２ク

ラブあるわけです。それらのクラブが“効果

的に運営”されるよう支援しなさい、そうする

事によってガバナーを補佐しなさいという事

なのですけれども、地区には地区の、クラブ

にはクラブの目標があるわけで、そういう目

標設定に協力をしなさいという事です。それ

から、「ガバナー公式訪問」は年に一遍だけガ

バナーが各クラブを訪れるわけですけれども、

そういう「公式訪問」についての日程調整等、

準備をしなさい。そして、出来るだけ沢山、出

来れば四半期に１度位、各クラブを訪問しな

さいとも言われております。

　また、会長エレクトから会長になる時には、

「“効果的なＲＣ”となるための活動計画の指標

の作成」というのがあり、これを現会長は必ず

しなくてはいけないのです。これがなかなか

難問で、向こうのものをこっちへ持ってきた

書類ですから、理解しにくい部分があるので

すね。それを消化不良のまま使っていますか

ら、会長としては大変なのですが、これを作成

してガバナーに提出しなければならない。そ

のお手伝いをしなさいという事も言われてお

ります。

「“効果的なクラブ”とはどういうクラブを言

うのか？」という事になるわけですが、４つ程

あり、１つは「会員増強」、もう１つは「奉仕

プロジェクトを実施する」、それから、「ロー

タリー財団の支援」、そして最後は「指導者

の育成」です。いずれも簡単な事ですけれども

非常に大切な事。これらが成し遂げられて、

クラブは“効果的なクラブ”に成るというふう

に言われております。

　他には、クラブの状況をガバナーに伝える、

財団の協力をする、将来のリーダーを育成する、

等でございます。

「公式訪問」には写真を撮るのでネクタイを

着用して下さい等のアナウンスがありました

が、第３Ｇの公式訪問は一番暑い時に始まり、

ずっと続いて１０月まで続き、季節も変わって

参ります。上着を着るクラブ、着ないクラブ、

様々かと思いますが、その辺はクラブの判断

でやって頂ければと思っております。

◎安藤会長：５０周年に向けて団結出来るよう、

「２５００例会の記念バッジ」を作製しました。

御礼に代えて、ガバナー補佐に受け取って頂

きたいと思います（拍手）。

※次週の例会案内は省略。

当 番 市川（洋）君、和泉君

第 2502 例会 2012.8. 1
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会　員　数 当　　日

出席数対　象全　数 出席率
前々回修正
出　席　率

５４名 ５１名６名 ８５．７１％ ９２．５９％９４．４４％

月   日 当　番
［担当委員会］例会数 行　事　予　定

９．５

９．１２

９．１９

９．２６

２，５０７

２，５０８

２，５０９

２，５１０
前 島 君
森 君
［クラブ奉仕］

［社会奉仕］

柏 木 君
神田（敬）君
［新世代］

［プログラム］

小久保君
川 口 君

増 島 君
間 邉 君

卓話「被災地の子どもの心のケア」
森  香織様臨床心理士

卓話「高林謙三翁について」

石井幸良様 鈴木敏蔵様
日高ＲＣ元会長 日高ＲＣ元会長

川村正幸様駿河台大学学長

《移動例会》駿河台大学

（製茶機械発明者）

卓話「会社法中の株主利益と
　　　　社外取締役の意義」

飯能日高テレビ
大久保さとみ様チーフキャスター
和泉如記様コンテンツ開発室長

卓話「地域放送と
　　ソーシャルメディアの展望」

平成２４年９月のプログラム
（月間テーマ  新世代のための月間）

平岡達也様

ガ バ ナ ー 補 佐 卓 話

（入間ＲＣ）
２０１２━１３年度  第２５７０地区
第３グループ  ガバナー補佐

【四つのテスト】

【結婚・誕生日祝】

（仮称）



《ガバナー補佐訪問例会》

・点　鐘　安藤会長

・ソング　君が代　奉仕の理想�

・四つのテスト斉唱　山岸職業奉仕委員�

・卓　話　（ガバナー補佐）平岡達也様�

【会長報告】

　本日は平岡ガバナー補佐に来訪頂きました。

クラブ協議会、補佐訪問、次週公式訪問と、

１年の活動の原点になる会合が続きます。先

程、別室において、当クラブの運営等について

さまざまなご指導ご教授を頂戴しました。後

程、補佐卓話の中でさまざまなお話をして頂

けるものと思っております。会員の皆様には

年度スタートに、厳しい、堅い会合が続きます

がよろしくお願い申し上げたいと思います。

　先日、ビジターとして例会に出席された、東

京池袋ＲＣ尾崎会長より御礼の手紙、「とても

素晴らしいクラブ」というお褒めの言葉を頂

戴しました。

　聖望学園は甲子園を目指し決勝戦を戦い、

厳しい暑さの中、本当にはつらつとプレーす

る姿にとても元気づけられました。残念なが

らあと一歩及びませんでしたが来年も健闘を

願っております。

【幹事報告】

・第３回役員会、本日１８時半、さかえ�。

・公式訪問スケジュール配付。次週もこの資

　料をお持ち下さい。会員は１２：１５にこちら

　の席へ、３年未満の方は１１時半までに来て

　ください。制服、ネクタイ着用。�

【出席報告】無断欠席なし　　川口出席委員

【Ｍ　　Ｕ】

７／１９（東松山むさしＲＣ）間邉君

７／２９（地区）木川君

【ＳＡＡ報告】

　オリンピックの見過ぎで寝不足、間違えて

制服で来てしまいました。皆様、お気づきで

したでしょうか、例会開始前にビートルズの

『ヘイ・ジュード』を流させて頂きました。オ

リンピック開会式でポール・マッカートニー

が歌った事にあやかっての曲でございました。
◎ニコニコＢＯＸ�
・平岡ガバナー補佐様、ようこそ。いつもお世
　話になります。よろしくお願い致します。
　　　細田（吉）君、細田（伴）君、大附君、平沼君
　　　矢島（巌）君、吉島君、新井君、吉田（健）君
　　　間邉君、神田（敬）君、前島君、小崎君�
・平岡ガバナー補佐、ようこそ。よろしくご指
　導の程お願い致します。�　安藤君、山川君
　　　　　　　  吉田（武）君、島田君、小川君
・早退　　　　　　　　  細田（伴）君、小崎君
本日計１９，０００円、累計額８８，０００円。

◎８日例会当番は市川（昭）会員、加藤会員です。�

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　　　　　　安藤会長

　皆様よくご存知ですし、個人的にも公私共

に日頃からいろいろとご指導頂いている平岡

様です。改めてご紹介するまでもないとの事

で、今後共、当クラブに対する温かいご指導を

お願いしましてご紹介に代えさせて頂きます。

　公式訪問の１週間前にガバナー補佐はクラ

ブを訪問しなさいとの事でお伺いさせて頂き

ました。当クラブにはガバナー補佐としての

大先輩、吉田（健）様、中里（昌）様がいらっしゃい

ますし、「長老」と言うと怒られてしまうので

しょうか、橋本様、加藤様。昔から大変お世話

になっており、懐かしいお顔がたくさんいら

っしゃいます。日頃からお世話になっており、

厚く御礼申し上げます。

　私はすぐ隣の仏子に生まれ育ちました。飯

能は隣町というより、半分こちらに足を入れ

ているような所で、子どもの頃から何だかん

だと飯能に足を運んでおりました。当時の事

ですから電車で来るしかないのですけれども、

買い物や遊び等にずいぶんよく来させて頂き

ました。そんな事もあってか顔見知りの方が

お蔭様でたくさん出来、入間市よりも飯能市

に親しんで参りました。

　今日はロータリーについての話をしなさい

という事なのですが一寸だけ青年会議所（ＪＣ）

の事に触れさせて頂きたい。

　私は３０才を過ぎた頃、ＪＣに出合いました。

あるセミナーを聴きに行きましたら、講師は

ＪＣのＯＢ、たいへん迫力のある話をされ、感

動したわけです。それまでＪＣなんて知りま

せんでしたから「ＪＣって一体何なんだろうな」

と思い、探してみたのですが、入間にも飯能に

も、その時はまだありませんでした。電話帳を

繰って探したところ、所沢にあるという事が

分かり早速電話。丁度そこに当時の理事長が

おられ、とにかく一遍遊びにおいでよという

事で、それがきっかけで所沢ＪＣに入会させ

て頂きました。都合５年程、所沢でお世話に

なっていたのですけれども、ＪＣというのは

地元に結び付いた活動で、そんな事ではいけ

ないのですけれども、私は入間市の人間です

から、どうもその「所沢での活動」というのが

合わない部分もあり、日本ＪＣ等、外に出させ

て頂いておりました。そうこうするうち、飯能、

入間にＪＣ設立の機運が生じ、入間にＪＣを創

り、そちらに移籍してから２年程して卒業に

なりました。ＲＣもそれに引き続いて入会の

お誘いを受けたわけですけれども、私にとっ

てみれば“地域における人付き合いの原点”

というのがＪＣであったな、ということがあ

りまして、今でも各地に

お伺いしますと顔見知り

の方がそれぞれ居られ、

たいへん懐かしく交流さ

せて頂いております。４０

才でＪＣを卒業しＲＣに

誘われました。既に亡く

なっていた父も熱心なロ

ータリアンだったもので

すから特にＲＣについてどうこうという事も

なくＲＣに入れて頂きました。

　私が入会した頃の入間ＲＣは会員数も多く

（今は４０名）、たいへん楽しく賑やかなクラブ

でした。パストガバナーの繁田正一様という

方が居られ、この方は我々から見ると“ロータ

リーの神様”みたいな方でしたけれども、繁田

様自身はＲＣの事を「おとなの幼稚園」とよく

言われ、楽しんでおられました。ＲＣについて

いろいろ話をして下さいましたが、我々が感

心してそれを聴いておりますと「これは『ロー

タリーの友』に書いてある事なんだよ」という

ふうに言われてしまい、当時から不勉強だっ

たんだなと思ったわけでございます。地区等

に出させてもらっても、繁田様が一目置かれ

ていたためというか、入間から来た事が分か

るとたいへん温かく迎えて頂き、そういう意

味では楽をさせて頂いた感じもしております。

　昨年暮から今年の１、２月にかけて、私共の

石川ＰＧから「第３Ｇでガバナー補佐をやっ

てくれる人が居なくて困ってるんだよ」とい

う話があり、その時は無責任に「だったら飯能

に行けばたくさんいらっしゃいますよ。飯能

へ行ってお願いした方が良いですよ」と申し

上げていたのですけれども、それが廻り廻っ

て私のところに来てしまいました。ガバナー

補佐というのはあくまでもガバナーを補佐す

る立場ですので、何とか１年間きちっと出来

ればいいなと思っております。

　ＲＣに入会して２０年経って会長を仰せ付か

りました。たいへん混み合っていて、なかなか

順番が来なかったのです。２０００～０１年、２１世

紀を迎えた年でありました。この年にＤＬＰ（地

区リーダーシッププラン）が導入。ガバナーは

本庄の高橋福八様でした。ＪＣの大先輩で、「面

白くて為になるロータリー」というのを掲げ

て活躍されました。たいへん活発に動かれた

ものですから問題もあったと聞いております

が、合同ＩＭは歌舞伎座で行われ、私もその舞

台に出させてもらったのです。そういう意味

ではたいへん思い出に残る事でございました。

　２００５年にはＲＣは１００周年を迎えました。

それぞれのクラブで記念事業に取り組まれた

事と思いますが、入間でも何か記念に残る事

をしようと考えたわけでございます。入間、

狭山には入間基地がありますので、基地司令

にお目にかかった時、「こういう事で、何か普

段出来ない事をやりたいのだけれども、市民

に声を掛けて、滑走路を歩かせてくれないか」

とお願いしたのです。その時は「いいね」と言

って下さったのですが、その後、「滑走路は緊

急時の対応が必要で、人が歩いて物を落とし

たりして異物があったりすると飛行機の発着

に大きな支障があるから難しい」と言われて

しまいました。何とかお願いしますと頼み込み、

ようやくＯＫを頂きました。市民の方に声を

掛け、募集して選ばれた人が中に入りました。

基地内ですから簡単に出たり入ったり出来ま

せんので登録をして中に入れてもらうのです。

記念にＴシャツを作り、皆で一緒に基地を歩

かせてもらいました。それだけの事かと言っ

てしまえばそれまでなのですが、私にとって

みればたいへん思い出深い出来事でした。今

でも「ランウェイウオーク」は入間基地の事業

としてやっているように聞いております。

　飯能はたくさんの会員に恵まれております

が、最近は会員数の減少に悩まされていると

ころが多くなって参りました。会員数の減少

についてはいろいろ理由はあるのでしょうけ

れども、ＲＣに関して十分な知識を持たない

ロータリアンが増え、ＲＣを十分理解しない

まま去られてしまうという事が多いとも聞い

ております。ＲＣも創立後１０４年を経ており、

その間、世の中もたいへん大きく変化してい

るわけですから、ＲＣも変わって当然なのだ

と思いますけれども、実際には思ったように

変わり切れていないという事が原因の１つか

なというふうにも思われます。これらの問題

を分析し、お互いに十分に話し合い、各世代の

ロータリアンが“新しいＲＣ”について理解を

深める努力をしていかない限り、なかなかこ

れからの発展は望めないのではないかなと感

じております。一人一人のロータリアンが自

覚をもってＲＣを理解しようとする事が大切

であるという事は、言うまでもない事であろ

うと思っております。

　そこで、最近「研修」という事が言われて

参りました。内部に対しては「研修」、外部に

対しては「広報」です。

　地区に「研修リーダー」という制度が出来ま

した。そして、それぞれのグループ、第３グ

ループにも「研修委員」という担当の方が居ら

れ、内部できちんと研修しようという事にな

っております。まずは、新入会員研修、フレッ

シュマン・セミナーをしようという事で、９月

末頃に予定されていると聞いております。

　それから、研修の１方式として昨年から当

地区にも取り入れられたＲＬＩ（ロータリー・

リーダーシップ研究会）。日本には２００８年に

導入、隣の２７７０地区は早くから活躍され、

今では２７７０地区に事務局が置かれております。

「ＲＬＩとは何か」が分からないものですから、

まずはＲＬＩの指導者を育成しようという試

みが昨年行われました。

「ＲＬＩ」とは「一人一人のロータリアンの知

識を高め、質の高いリーダーシップの研修を

通じてロータリーを活性する事」等と話すと

非常に難しくなってしまうのですが、それを

目的としたプログラムであります。

　ＲＬＩの研修と言いますのは、一人一人の

ロータリアンに、ロータリーを理解してもらい、

ロータリーの組織や活動を知り、将来、ロー

タリー活動に指導力を発揮出来る人を育てる

ためのものです。研修の特色ですが、講義形

式ではなく、進行役にＤＬ（ディスカッション・

リーダー）を置き、決められたテーマについて

お互いにディスカッションし合い、研修して

いきます。それぞれの参加者はその質問に答

えれば良いというだけではなく、その質問に

対する他の参加者の発言を聴いて、それを踏

まえて自分自身の回答や方向性を見出すとい

うものです。研修を受けるのは簡単と言いま

すか、参加すれば事足りるのですが、その中で

若干頭を痛める、検討して答えていくという

部分も出て参ります。私も立場上、３日間通い、

形ばかりの卒業を致しましたが、当クラブか

らは木川会員が参加されていました。

「研修」ですが、年度初めは「○○セミナー」

「△△セミナー」と各委員会が挙ってセミナー

を開催しますので、クラブに対しての負担が

高くなります。そして必ず会長と担当委員長

にセミナーの案内が来ていると思うのですが、

委員長の都合が悪い時に、会長は責任上「だっ

たら私が行くよ」という事がどうしても多く

なってしまうという事がありました。一応、

会長と委員長あてに案内は出すのですが、今

年は鈴木ガバナーが「会長はそんなに無理を

しなくていいよ。むしろ、委員長、委員の方に

お願いして率先して行ってもらうようにして、

会長はなるべく足を運ばないでもいいように

しなさいよ」と言っておられます。是非ご理

解を頂き、会長に協力して頂きたいと思って

おります。

　外部に対しての「広報」ですけれども、ＲＣ

というのは元々、外部、一般の人に対しての

「広報」は非常に難しいのですね。一例として

ライオンズクラブは“団体としての金銭奉仕”

ですから、何か、例えば車を買って、横に「ライ

オンズクラブ」と書いて寄付するとか、「ライ

オンズクラブ」という大きな立て看板を作る

とか、外から見て分かり易いかなと思うので

すが、“ロータリーの奉仕”というのは個人奉仕、

精神奉仕と言われるように非常に目に見えに

くいものなのですね。ですからなかなかロー

タリアン自身もロータリーを理解する事が難

しい。まして一般の人に理解してもらおうと

いうのはなかなか困難な事であろうというふ

うに思います。そこで最近「広報」という事が

特に言われ始めました。好ましい公共イメー

ジを広報する事によりロータリーを理解して

もらい、新しい会員の増強に繋がれば、という

事であります。メディアとの繋がりは、より

一層難しい事なのですけれども、メディアを

引き付けるような内部的な活動をする、報道

機関との関係改善に心掛ける等が、必要な時

になって参りました。

　７／１付「埼玉新聞」に、田中作次ＲＩ会長の

特集が２５７０・２７７０地区合同で組まれました。

日本人で３人目のＲＩ会長が埼玉から出現し

たという事、ロータリーは長い間、ポリオの

撲滅に取り組んでいて、そのためにたいへん

なお金も遣い、その甲斐あって、もう少しで撲

滅出来るところまで来たという事、等。世間

の人はほとんどそういう事は知りません。そ

れを少しでも知ってもらおうという事で、こ

のような特集を組んだという事でございます。

　鈴木ガバナーには、社会奉仕事業を手始めに、

埼玉の２地区合同での事業を行いたいという

意向があり、この度、「打ち水大作戦」という事

が行われました。７／２２は暦の上では大暑、

一番暑い日。ガバナーからは「この日に『打ち

水大作戦』をやりたい」という話がありました。

あまり準備期間もなく、どうなのかなと思っ

ていたのですけれども、「折角だから入間だけ

でもやってみようよ」という事で、入間南と一

緒にやってみました。今日みたいに暑い日に

やるのが当然の事なのですけれども、当日は

たまたまお天気があまり良くなくて、打ち水

の効果は全くありませんでした。本来はその

効果があって、冷房を使用する機会が減少し

省エネに役立ち、温室効果ガス排出量の削減

にも繋がるという事を目途としたものです。

「やる」と決めたものの、「水道水を使っては

いけない」「お金はかけない」「自然のもので

やりなさい」という事ですから、川から水を

汲んでくるとか、雨水とか風呂の残り湯とか

を使ってやりなさいという事なのですね。実

際にはなかなかそういうわけにも参りません

で、私共の場合は、茶畑の方等へ行くとよく見

られる黄色のポリタンクを、農家の皆様が持

っておられるので、それを軽トラックに積み、

井戸水を汲んで、普段から積極的に地域貢献

活動に取り組んでおられる「イオン入間店」の

店先をお借りして、そこを会場に打ち水を行

いました。バケツと柄杓を持って来て撒くだ

けの事で、お天気も全く相応しくない日だっ

たのですが、やはり大勢でやるというのは楽

しい。入間と入間南と２クラブで出来ました

から結構楽しかったです。打ち水というのは

非常に効果があると聞いていますので、是非

皆さんの所でも店先に水を撒いて実感してみ

て頂きたいなと思います。

　今日はガバナー補佐としてお伺いしている

のですが、大先輩が２人もいらっしゃいますし、

「ガバナー補佐って何だ？」という事もなかろ

うかと思いますが、立場上、ガバナー補佐の

“責務”についてだけ、最後に少しお話させて

頂きます。

　第３グループには担当するクラブが１２ク

ラブあるわけです。それらのクラブが“効果

的に運営”されるよう支援しなさい、そうする

事によってガバナーを補佐しなさいという事

なのですけれども、地区には地区の、クラブ

にはクラブの目標があるわけで、そういう目

標設定に協力をしなさいという事です。それ

から、「ガバナー公式訪問」は年に一遍だけガ

バナーが各クラブを訪れるわけですけれども、

そういう「公式訪問」についての日程調整等、

準備をしなさい。そして、出来るだけ沢山、出

来れば四半期に１度位、各クラブを訪問しな

さいとも言われております。

　また、会長エレクトから会長になる時には、

「“効果的なＲＣ”となるための活動計画の指標

の作成」というのがあり、これを現会長は必ず

しなくてはいけないのです。これがなかなか

難問で、向こうのものをこっちへ持ってきた

書類ですから、理解しにくい部分があるので

すね。それを消化不良のまま使っていますか

ら、会長としては大変なのですが、これを作成

してガバナーに提出しなければならない。そ

のお手伝いをしなさいという事も言われてお

ります。

「“効果的なクラブ”とはどういうクラブを言

うのか？」という事になるわけですが、４つ程

あり、１つは「会員増強」、もう１つは「奉仕

プロジェクトを実施する」、それから、「ロー

タリー財団の支援」、そして最後は「指導者

の育成」です。いずれも簡単な事ですけれども

非常に大切な事。これらが成し遂げられて、

クラブは“効果的なクラブ”に成るというふう

に言われております。

　他には、クラブの状況をガバナーに伝える、

財団の協力をする、将来のリーダーを育成する、

等でございます。

「公式訪問」には写真を撮るのでネクタイを

着用して下さい等のアナウンスがありました

が、第３Ｇの公式訪問は一番暑い時に始まり、

ずっと続いて１０月まで続き、季節も変わって

参ります。上着を着るクラブ、着ないクラブ、

様々かと思いますが、その辺はクラブの判断

でやって頂ければと思っております。

◎安藤会長：５０周年に向けて団結出来るよう、

「２５００例会の記念バッジ」を作製しました。

御礼に代えて、ガバナー補佐に受け取って頂

きたいと思います（拍手）。

※次週の例会案内は省略。

当 番 市川（洋）君、和泉君
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卓話「被災地の子どもの心のケア」
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石井幸良様 鈴木敏蔵様
日高ＲＣ元会長 日高ＲＣ元会長
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大久保さとみ様チーフキャスター
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平岡達也様
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